
物 品 購 入 仮 契 約 書 

 

１ 契 約 番 号  2023000408 

２ 物  品  名  令和５年度入間市消防団第１分団第２部消防ポンプ自動車 

         （３．５トン未満ＣＤ―１型） 

３ 詳   細  物品明細表のとおり 

４ 契 約 金 額  金 22,161,260円 

うち取引に係る消費税及び地方消費税の額  金 2,014,660円 

５ 契約保証金  免  除 

６ 納 入 場 所  別紙仕様書のとおり 

７ 納   期  令和 6年 2月 8日 

 

 上記の物品購入について、発注者入間市と受注者埼玉消防機械株式会社は、各々の対等

な立場における合意に基づいて、別添の入間市物品購入契約約款によって公正な物品購入

契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

  なお、この契約について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例（昭和３９年条例第１０号）第３条の規定による市議会の議決を経たときは、議決の

日から本契約としての効力を有することとし、この仮契約書を本契約書とみなす。 

 この契約の証として、本書２通を作成し、当事者記名押印のうえ、各自１通を保有する。 

 

仮契約日  令和  5年 5月 11日 

本契約日  令和  年  月  日 

 

          住 所  埼玉県入間市豊岡一丁目１６番１号  

      発注者      入間市 

          氏 名  代表者 市長 杉 島 理一郎 

 

          住 所  埼玉県秩父市東町７－５ 

      受注者 商 号  埼玉消防機械株式会社 

          氏 名  代表取締役 落合 正雄 

資 料 
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令和５年度 

 

入間市消防団第１分団第２部 

 

消防ポンプ自動車（３．５トン未満ＣＤ－１型） 

 

仕様書 

 

 

 

 

入間市 
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第１ 総則 

 

１ この仕様書は、入間市（以下「当市」という。）が令和５年度３．５トン未満ＣＤ－１型消防  

ポンプ自動車（以下「車両」という。）を製作するにあたり、使用するシャシ、主ポンプ及び本 

体艤装の製作に関する一切に適用する。 

２ 車両の規格は、国で示す「動力消防の技術上の規格を定める省令」に規定する規格に適合す

るものであること。 

３ 車両は、道路運送車両法及び道路運送車両の保安基準に適合し、緊急自動車として承認が得

られるものであること。 

４ 車体は、常時登録された車両総重量の状態において、十分耐え得るものであること。 

５ 普通自動車運転免許で、運転ができるものであること。 

６ 艤装材料は、日本工業規格に基づいて精選された強度及び耐久性を有するものを使用するこ

と。 

７ 本契約に当たっては、この仕様書を了承し疑義が生じたときは、当市に質問し十分熟知のう

え契約するものとし、契約後において生じた一切の疑義は、全て当市の解釈に従うものとす

る。 

８ 受注者は、製作にあたり本仕様書に質疑が生じた場合は、当市と協議し内容について承認を

得ること。 

９ 受注者は、当市と艤装に関し十分な協議を行い、議事録を作成して当市に提出し、承認を得

ること。 

 

第２ 提出書類及び検査 

 

１ 受注者は、契約後速やかに次に掲げる承認図書一式を製本し、本市へ１部提出し、承認を受

けること。 

 ⑴ 製作承認図（５面・装備品取付図） 

 ⑵ 製作工程表 

 ⑶ 電気配線図 

 ⑷ 諸元明細書 
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 ⑸ その他本市が指示するもの 

２ 受注者は、納入時に次の書類を２部提出すること。 

 ⑴ ポンプ取扱説明書 

 ⑵ ポンプサービスマニュアル 

 ⑶ パーツリスト 

 ⑷ 車両取扱説明書 

 ⑸ ポンプ性能試験成績表 

 ⑹ 受託試験合格及び安全基準適合プレート写し 

 ⑺ 工程写真 

  ア 製作中各工程（シャシ、組立中、塗装後） 

  イ 試験実施工程（転覆角度試験、重量実測試験、悪路走行試験、登坂試験、放水試験） 

 ⑻ 車両安定傾斜角度測定表 

 ⑼ 計量証明書 

 ⑽ 改造自動車等届出書 

 ⑾ 車検証の写し 

 ⑿ 緊急自動車指定証 

 ⒀ その他本市が指示するもの 

３ 受注者は、製作工程及び納車時に次の検査を受けること。また、検査の結果、当市が不都合

と認めた箇所及び資機材について直ちに修復または、交換し再検査を受けること。 

 ⑴ 受注者は、製作がほぼ完成に近い塗装前の状態で、本仕様書に基づき車両の中間検査を受

けること。この場合において、受注者は検査予定日の２０日前までに検査申請書を当市に提

出すること。 

 ⑵ 受注者は、中間検査時に社内検査票を提示すること。 

 ⑶ 受注者は、納入時本仕様書に基づき検収（艤装、積載品、付属品及び放水機能の検査）を

受けること。 

 ⑷ 受注者は、納入に至るまでの検査、改修、故障及び修理に要した費用を負担すること。 

 ⑸ 上記のほか、製作中において確認または、検査を実施することがある。 
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第３ シャシ 

本車両は、仕様書に適合するシャシとし、別紙によるものを使用すること。 

 

第４ キャブ及び艤装関係 

１ 主ポンプ及び真空ポンプ 

 ⑴ ポンプ    

ポンプ形式 
水ポンプ インデューサー付１段ボリュートポンプ 

（日本消防検定協会による受託評価の品質評価合格品） 

ポンプ性能 

Ａ－２級以上 

送水圧力０．８５ＭＰａにおいて放水量２，０００Ｌ/ｍｉｎ以上 

送水圧力（高圧）１．４０ＭＰａにおいて放水量１，４００Ｌ/ｍｉｎ以上 

 ⑵ ポンプは、シャシエンジンのＰＴＯ（パワーテイクオフ）により駆動され、ＰＴＯの操作 

は、運転席付近に設けられたスイッチにより、容易に行えるものとすること。 

 ⑶ ポンプ材質は、車両全体の軽量化を考慮し、アルミ製とすること。ただし、砂利等の混入 

に対応できるよう強度、耐腐食性を考慮し、インペラーは青銅鋳物製とすること。 

 ⑷ スペースを有効利用する為、ポンプはギアにより増速を可能とした１段ボリュートポンプ 

を使用し、小型化すること。 

 ⑸ インペラーは、高所からの吸水に対し性能の低下及びキャビテーションを防止し、高度の 

バランスを保持する設計とすること。 

 ⑹ グランド部は、グリスレスのメカニカルシールとし、不凍液や作動油、グレーチングオイ 

ル等の使用及び継ぎ足しも必要ない構造とすること。なお、軸先端部もグリスレスとするこ 

と。 

 ⑺ ギアケースに給油する必要がある場合は、ボディ側板に給油口を設けること。 

 ⑻ ポンプは、あらゆる回転状態、吸水状態、落差の状態、放水量及び圧力の状態において、 

振動、発熱、異常音、漏水のない構造とすること。 

 ⑼ 主ポンプドレンは、ＰＴＯに連動させ、吸水コック及び中継コック等のドレンは、可能な 

限り配管を集中させドレンコック数を少なくして乗降等の支障にならない位置に設けるこ 

と。 
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２ 真空ポンプ 

 ⑴ 真空ポンプは、ピストンを左右に動かし吸排気バルブにより空気を排出するピストン式真

空ポンプとすること。 

 ⑵ 真空ポンプ本体は、注油装置を必要としない完全オイルレス構造とすること。 

 ⑶ 動力の「接、断」は、電磁クラッチによる構造とし、動力の伝達については、歯付ベルト

によりスムーズな伝達が行えること。 

 ⑷ 操作は、押しボタン式スイッチによるものとし、揚水完了後は、自動的に停止すること。

なお、非常用の別系統スイッチを右側に設けるものとする。 

 ⑸ 真空ポンプの性能は、付属吸管１本を連結して、末端閉塞状態で起動して、３０秒以内に

試験時の大気圧の８４％に達する負圧を作成し、その状態で３０秒間に１０ｍｍ/ｈｇ以下の

漏気であること。 

 ⑹ 気水分離機を必要としない構造とし、吸水配管内の空気を効果的に排出するため、エアチ

ャンバ方式とすること。 

 ⑺ 真空ポンプの作動は、破損防止の為、自動揚水時エンジン回転が一定回転以上では作動し

ない構造とし、回転が高い場合には、自動的にエンジン回転を低下させた後、適正回転まで

上昇する構造とすること。 

 

３ 冷却水装置 

 ⑴ 補助クーラー等への配管は、通常回路の他に予備回路を設け、車体側面にあるコックで切

り替えできること。通常回路のストレーナーが詰まった際には、予備回路に切り替えて放水

を一旦停止することなく連続放水が可能なこと。 

 ⑵ 通常、予備共にストレーナーを備え、ストレーナーはグラスボールにより詰まりが無いか

容易に状態が確認でき、取り外して清掃できる構造とすること。 

 

４ 吸水口 

 ⑴ 吸水口の内径は、１００ｍｍとしポンプ部両側に各１個ずつ７５ｍｍボールコック（スト

レーナー付）とし、１０ｍの吸管を常時接続する構造とすること。 

 ⑵ 左右ポンプ側板に通水確認窓（透明プラスチック製）付のバイパス装置を設置し、連続吸

水が可能な構造とすること。 
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 ⑶ 後部両側面の吸水管固定金具の３箇所のうち最上部は、開いている時に止め金具が頭や顔

に当たらないよう安全性に考慮し、飛び出し防止金具部分を１８０度開きのワンタッチ下蝶

番とすること。 

 

５ 放水口 

  放水口の内径は、６５ｍｍとしポンプ部両側に各２個ずつ６５ｍｍボールコックを取り付け 

高圧力下においても容易に開閉操作が行える構造とすること。 

 

６ 中継吸水口 

  中継吸水口は、ポンプ部両側に各１個ずつ設け６５ｍｍボールコック、ストレーナーを取り

付け先端に町野式メス金具を取り付けること。 

 

７ 不凍液装置 

  水ポンプ及び止水弁の凍結を防止する為、不凍液を注入できること。装置は、外部吸液式と

し、注入口はカプラ式とする。また、真空ポンプを作動させ不凍液を付属のホースで吸入でき

る構造とすること。 

 

８ 安全装置付ポンプ操作装置 

  ポンプ操作装置は、夜間でも見やすい自動調光機能付多目的液晶ディスプレイと一体となっ

たパネルスイッチを設け、操作員が容易かつ安全にポンプ操作が行える様、次の機能を有する

ものとし、一つの操作盤で全てが行えるものとする。 

 ⑴ 圧力計・連成計（リタード式）は、視認性が良いもので、電子式（透過光照明灯・ゲージ

部作動確認ランプ付）とし、振動等でも針振れがない構造とすること。 

 ⑵ ポンプスロットルは電子式（エンコーダ）スロットルとし、左右どちらでも同方向に回転

することにより、エンジン回転速度を上下できるものとすること。なお、ＰＴＯを入れたと

きのみ反応する構造とすること。 

 ⑶ 多目的表示ディスプレイは操作盤の中央とし、詳細は以下の通りとすること。 

  ア 取扱表示 

    取扱説明書データをＰＤＦ文章で表示でき、拡大及び縮小できるもの。 
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  イ モニタ表示 

    警告モニタとして冷却水及び真空ポンプ作動タイムに対する警告表示ができ、かつ警報

ブザーが鳴動すること。また、各ボールコックの開閉状況、揚水及び放水状況が確認で

き、ポンプ回転計、ポンプ圧力計、ポンプ連成計、流量計、積算流量計及び放水反動力計

を各々デジタル数値により表示できるもの。 

  ウ 流量表示 

    各ボールコックの開閉状況、ポンプの運転状況及び放水時において水の流れる状況が把

握できるもの。 

 ⑷ 多目的表示液晶ディスプレイ 

ア 各表示切替は、手袋等をした状態でも確実に作動できるように押しボタン式とするこ

と。 

イ ディスプレイの大きさは、隊員の視認性を考慮し、７．０型インチ以上のＴＦＴ液晶デ

ィスプレイで、夜間でも見やすい自動調光機能を装備し、低反射型硬質パネルとするこ

と。 

 ⑸ 非常時における真空ポンプ及びスロットル操作は、車体右側に設けられた別回路の手動 

操作装置にて行えるものとすること。 

 ⑹ 操作盤上に真空作動、停止（緊急減圧機能兼用）、ボタンを設け操作性を考慮し、視認しや 

  すい大きさで、照光スイッチを使用すること。 

 ⑺ -３０℃から６０℃の範囲で使用できること。 

 ⑻ ポンプ操作装置には、隊員の安全を確保する為、以下の安全機能を設けること。 

  ア スロットル固定機能 

    隊員の安全を確保するため、スロットル固定機能を設け、不用意にスロットルに触れて

もエンジン回転が上昇せず、固定した場合でも安全方向（スロットルダウン）には、操作

できるもの。 

  イ 上限圧力設定機能 

    ポンプ上限圧力値を任意に設定し、設定圧力以上にポンプ圧が上昇しない機能を設ける

こと。 

  ウ 流量色分け表示 

    操作盤表示の流量計については、放水口を開放時に表示でき、車体の左右に関わらず、
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両側面の放水口の流量が確認でき、流量表示は、放水操作時の目安となるように流量によ

って表示色が変化すること。また、流量範囲は、筒先を１人持ちで放水できる範囲、２人

持ちで放水できる範囲、２人持ちでも放水できない範囲とし、流量の変化に伴い色が変化

するもの。 

  エ 緊急減圧機能 

    左右液晶画面外の操作盤付近にボタン式の緊急減圧スイッチを設け、ボタン作動時は即

座にエンジン回転をアイドリングまで下げ、水吐出圧力を減圧する構造とすること。なお

通常の放水終了時にも使用できる様、減圧後はスロットル操作すれば、すぐにスロットル

アップできる構造とすること。 

  オ 放水反動力表示 

    筒先要員にかかる反動力の目安とし、筒先口径と使用ホースの本数を入力することによ

り、放水反動力を液晶パネル内に表示できること。 

  カ ホース耐圧警告機能 

    ホース破裂に対する事故防止の為、ポンプ圧力が設定した使用ホースの耐圧以上になる

と警告表示及び警報を発し、自動的にエンジン回転を減速でき、設定圧力は１．２ＭＰａ

と１．５ＭＰａとすること。 

  ク 不具合データ保存機能 

    不具合が発生した場合に原因の特定を容易にするため、ダイアグ機能を設け、エラー履

歴を１０件程度記録し、液晶ディスプレイ内で確認できること。 

 

９ 車体艤装 

 ⑴ 艤装は、総合的な重量軽減及び車両重量のバランスを考慮して製作すること。 

 ⑵ 車両の重要な点検箇所及び主要な部分の点検整備に関して、工具類を使用する為のスペー 

スを確保すると共に必要箇所には点検口または点検扉を設けること。 

 ⑶ 車両側板端部は、人が触れても危険のない構造とし、各ステップはアルミ縞板にて端部を 

折り曲げ加工した構造とすること。 

 ⑷ ポンプ室側板は、開放式とし、点検及び手入れが容易に行える構造とすること。 

 ⑸ ポンプ室上部左右は、跳ね上げ式の扉付き収納室とし、間口には上下可動式１段手摺りを 

設けホース等を収納できる構造とすること。また、収納室の床面には、樹脂製スノコ板を敷
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くこと。 

 ⑹ 車両後部には、ＭＣＤ製アルミシャッター式の器具収納室を設け、内部は２段の可動式の 

棚で仕切ること。間口には、落下防止用の可動式１段手摺りを設けること。（別途協議） 

 ⑺ 車体後面左側に展開式の昇降用モデムプルステップを設けること。 

 ⑻ 車体天井部は、前方及び左右に１段手摺り（標準装備品）を設けること。 

 ⑼ 両側リアフェンダーは、丸形とし上面はアルミ縞鋼板張りとすること。 

 ⑽ 燃料タンク容量は６０ℓ以上とし、動力消防ポンプの技術上の規格を定める省令で定める規 

格放水性能において、２時間以上使用できるもの。また、燃料タンクの取り付け位置は、シ

ャシ固有の位置に設けること。なお、給油口は鍵付とすること。 

 ⑾ 牽引フックを車両前後に設けること。（扉なし） 

 ⑿ 車体天井右側にはしご積載装置を設けること。 

 ⒀ 車体天井左側にアルミ縞板ボックス（外寸１，２００ｍｍ×３５０ｍｍ×３５０ｍｍ）を

設けること。 

 ⒁ 車体左前方にＳＵＳ鋼管製の固定ネジ付き旗立てパイプを設けること。（演習旗付） 

 ⒂ 管鎗は、後部左右リアステップ上付近に取り付けること。 

 ⒃ 鳶口は、左側面の吸管上部に上取り式で２本取り付けること。なお、訓練対応用に取り付   

けステーを移動できるように側面にブラケットを設けること。（別途協議） 

 ⒄ 昇降用ステップ及び各積載品脱着時に塗装の剥がれる恐れのある箇所には、保護用のアル 

ミ板を取り付けること。 

 ⒅ 各ボックス内は、水が抜ける構造とすること。 

 ⒆ 各操作部（ハンドル、レバー、スイッチ等）には、名称及び操作方法等を明記すること。 

  

10 警光装置 

 ⑴ 赤色回転灯は、ＬＥＤ散光式標識灯内蔵型とし、キャブ天井上部前方に取り付けること。 

 ⑵ ＬＥＤ赤色点滅灯を前面パネルに２個、後面左右に２個取り付け、赤色警光灯と連動で作

動すること。 

 

11 警音装置 

 ⑴ 電子サイレンの操作スイッチは、押しボタン式とし、運転席及び助手席から操作でき、ダ
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ッシュパネル内の操作しやすい位置に設けること。 

 ⑵ 電子サイレン（マイク、警鐘音付、赤色警光灯連動型）のスピーカー及びモーターサイレ

ンは、ＬＥＤ散光式標識灯に内蔵すること。 

 ⑶ 電子サイレン用アンプは、ダッシュパネル内に設け音声合成機能付きとし、広報活動がで

きること。 

 

12 電装品 

 ⑴ ＬＥＤ散光式に内蔵の標識灯は、シャシスモール連動で作動すること。 

 ⑵ 艤装用のメインスイッチを設け、作動方法は、キーＯＮとすること。 

 ⑶ キャブ内の照明灯は、シャシ標準品とすること。 

 ⑷ キャブ内の助手席付近にＬＥＤ式のマップランプを取り付け、スイッチは、本体に設ける

こと。 

 ⑸ サーチライトは、車体前方右側上部及び車体後方左側上部に各１個取り付け、スイッチ

は、本体付近の操作しやすい位置に取り付けること。 

 ⑹ ポンプ室側面にＬＥＤ式の作業灯を左右各１個取り付け、スイッチは、キャブ内に設ける

こと。 

 ⑺ ボックス内及びポンプ室内にＬＥＤ式の室内灯を取り付け、スイッチは、キャブ内に設け

ること。なお、点灯は、扉の開閉と連動すること。 

 ⑻ 左右の後輪前方にＬＥＤ式の路肩灯（保護枠付）を取り付け、作動方法は、シャシスモー

ル連動とすること。 

 ⑼ 左右の後部ステップ下部にＬＥＤ式の車幅灯（保護枠付）を取り付け、作動方法は、シャ

シスモール連動とすること。 

 ⑽ キャブ内後部座席下部にバッテリー管理器を設けること。外部からの電源供給用コンセン

トは、右側ポンプ室付近に設け、車体への接続は丸型マグネット式コードとする。また、丸

形マグネットコードの車体接続部分は、落下しても破損しない構造とすること。（別途協議） 

 ⑾ バックアイカメラを車体後面上部に設け、モニタはキャブ内中央上部のバックミラー部に

取り付けること。 

 ⑿ 前席と後席の中間付近で、乗降時の支障とならない位置にＡＣ１００Ｖコンセント２口

（外部電源）を取り付けること。なお、最高出力は、５００Ｗ以下とすること。 
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13 収納関係 

 ⑴ 後部シャッター内のボックスは、オノ、掛矢、発電機、投光器、エンジンカッター、チェ 

ーンソー及び簡易救助工具セットを固定収納できる構造とすること。 

 ⑵ 前席と後席の中間付近で、乗降時の支障とならない位置に拡声器置き場を取り付けるこ

と。なお、ベルト等で、固定できる構造とすること。 

 

14 取り付け品 

 ⑴ 後部座席ヘッドレスト上部にヘルメット掛けを５箇所取り付けること。 

 ⑵ 運転席と後部席の間に手摺りハイプを設け、物掛け金具を６個取り付けること。 

 ⑶ 車輪止め（ゴム製）は、右側サイドステップ上に２個取り付けること。 

 ⑷ 消火栓開閉金具及び大箱回しは、右側吸管付近に取り付けること。 

 ⑸ スタンドパイプは、右側吸管上部に取り付けること。 

 ⑹ 金てこは、後部ステップ左側付近に取り付けること。 

 ⑺ 替えノズル立て２個は、右側ステップ上に取り付けること。 

 ⑻ 剣先スコップは、後部ステップ下面に取り付けること。 

 ⑼ 消火器は、車両用ＡＢＣ粉末２０型とし、左側吸管内に取り付けること。 

 ⑽ 消防団章を前部中央に取り付けること。 

 

15 消防専用受令装置 

 ⑴ 消防専用受令装置（デジタル簡易無線機）は、本市所有の車両に設置してある装置一式を

取り外し、運転席及び助手席から操作が容易な位置に移設すること。 

 ⑵ 移設費用及び免許の変更申請等、監督官庁への手続きは、受注者負担とする。 

 ⑶ 電源取り出しは、シャシのキーＯＮスイッチ連動とすること。 

 ⑷ アンテナ２本をキャブ天井に取り付け、雨漏りがしない構造とすること。 

 ⑸ アンテナ本体は、新品を受注者が用意すること。 

 ⑹ 詳細については、本市と協議すること。 
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第５ 塗装及び記入文字 

１ 塗装 

 ⑴ 外面塗装は、完全に防錆処理を施し、プライマー、パテ、水研ぎ及びサフェーサーを行い

熱風乾燥させて、朱色にて３回以上吹き付けを実施すること。 

 ⑵ アルミ材、ステンレス材、メッキ加工品及びタイヤホイール（予備タイヤを含め、純正色

はシルバー系を使用）以外の部分は、全て塗装を施し、金属露出部分がないようにする。 

 ⑶ 各吐水、中継及び吐水配管は、長期の防錆対策として、カチオン電着塗装を行い表面は、

赤色塗装とすること。 

 ⑷ ボールコックは、吐水配管を赤色塗装とし、各吸水、中継を赤色塗装とすること。 

 ⑸ ボックス内塗装色は、赤塗装とすること。 

 ⑹ キャブ内部は、シャシメーカーの標準色とすること。 

 

２ 記入文字 

 ⑴ キャブ両側面及び車両後部には、次により「入間市消防団」と丸ゴシック体約１２ｃｍ角

の大きさの白文字で、左方向からバランスよく記入すること。 

 ⑵ キャブ上面に「１－２」と丸ゴシック体約６０ｃｍ角の大きさの白文字で、左方向からバ

ランスよく記入すること。 

 ⑶ フロントガラス助手席下に「豊岡１－２」と丸ゴシック体約８ｃｍ角の大きさの白文字

で、左方向からバランスよく記入すること。 

 ⑷ 車両後部に「豊岡１－２」と丸ゴシック体約８ｃｍ角の大きさの白文字で、左方向からバ

ランスよく記入すること。 

 ⑸ 左右後方ドアの後方下部に「豊岡１－２」と丸ゴシック体約８ｃｍ角の大きさの白文字

で、左方向からバランスよく記入すること。 

 ⑹ 標識灯は、黄色地に丸ゴシック体の黒文字で、「入間１－２」と記入すること。 

 ⑺ 車体両側面の跳ね上げ式扉には、「分団シンボルマーク」を記入すること。（別途協議） 

 ⑻ 車両後部のＭＣＤ製アルミシャッターには、「団シンボルマーク」を記入すること。（別途

協議） 

 ⑼ その他 

   各記入文字については、塗装終了後、位置、大きさ等を当市と協議すること。 
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第６ 補足 

１ 車両納入時、性能、構造及び員数等の検査を行う。なお、車両の燃料を満量の状態で納入す 

ること。 

２ 保証期間は、特に定めのあるものの場合を除き、納入後１年間とするが、真空ポンプは３年

間とする。ただし、保証期間を過ぎても設計不良、製作不良等に起因する故障等が発生した場

合は、無償にて部品の交換または修理を行うこと。 

３ 完成車の納車までの経費は、全て受注者が負担するものとする。ただし、「新規登録費用」  

「自動車損害賠償保険」「自動車重量税」「資金管理料金」「リサイクル料金」「廃車に関する費

用」については、発注者が別途負担するため契約金額に含めないこと。 

４ 車両の納入後２週間以内に配置場所等において、取り扱い説明を実施すること。 

５ 受注者は、車体番号通知書を登録予定日の閉庁日を除いた２０日前までに入間市危機管理課 

へ提出すること。 

６ 受注者は原則として、当市が指示する緊急自動車の仮届出用関係書類（車庫証明関係書類含

む）を登録予定日の３０日前までに、また、車両登録後、当市が指示する緊急自動車の本届出

用関係書類を速やかに入間市危機管理課へ提出すること。（別途協議） 

 

第７ 納期  

令和６年２月８日（木） 

  ※ 納期が遅れる場合は、詳細を当市と協議すること。 

 

第８ 納入場所 

   入間市防災センター 
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別紙 

３．５トン未満消防ポンプ自動車ＣＤ－１型シャシ仕様 

 

１ 使用シャシは、国産自動車メーカー製ＣＤ－１型（キャブオーバーダブルキャブ型）３．５

トン未満対応専用シャシ（ＰＴＯ改造含む）とし、常時登録された総重量の状態において十分

耐え得るものであり、最新の排出規制適合車であること。 

２ シャシの主要諸元 

 ⑴ 全長       ５，０００ｍｍ～５，５００ｍｍ 

 ⑵ 全幅       １，９５０ｍｍ以下 

 ⑶ 全高       ２，４００ｍｍ以下 

  ※ 無線機アンテナ及び縞板ボックスを含む高さは、２，７５０ｍｍ以下。 

 ⑷ ホイールベース  ２，６００ｍｍ以下 

 ⑸ 総重量      ３．５トン未満 

 ⑹ エンジン     水冷４サイクルエンジン ２輪駆動方式 ＡＴ 

 ⑺ 乗車定員     ６名 

 ⑻ 燃料タンク    ６０ℓ以上 

３ シャシ取付品 

 ⑴ キャブ内の計器類及び電装品は標準品とすること。 

⑴  エンジン回転計及びエンジン油温計を取り付けること。 

⑶ ステアリング装置は、パワーステアリングとすること。 

 ⑷ シャシメーカー純正のエアコン装置、ドライブレコーダー及びＡＭ／ＦＭラジオを取り付

けること。  

 ⑸ バックアイモニター・カメラを取り付けること。 

 ⑹ タイヤは、国内社製スタッドレスタイヤを装着し、特に高耐久、高速走行性能を備えてい

ること。 

 ⑺ 全輪に泥除けカバーを取り付けること。 

 ⑻ 集中ドアロックを取り付けること。 

 ⑼ 各ドアにサイドバイザーを取り付けること。 
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４ 標準付属品（シャシ付属品） 

 ⑴ スペアータイヤを備えること。なお、前輪と後輪でサイズが異なる場合は、各１本ずつ備

えること。 

 ⑵ 停止表示板を備えること。 

 ⑶ 規定工具一式を備えること。 

 ⑷ ブースターケーブルを備えること。 

 ⑸ 全席にフロアマットを備えること。 
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別表１ シャシ 

番号 品名 数量 備考 

１ ３．５トン未満対応専用シャシＡＴ車 １式 ２輪駆動 ＰＴＯ改造含む 

 

別表２ 艤装 

番号 品名 数量 備考 

１ 標準艤装 １式  

２ 消防団章（台座付） １式 メッキ加工 

３ 赤色警光灯 １式 ＮＦ－ＭＬ－ＶＫ２Ｍ－ＬＡ１ 

４ 赤色点滅灯 ４個 前２箇所（ＬＦＡ－５０） 

後２箇所（ＬＦＡ－１００） 

５ 電子サイレンアンプ １式 ＴＳＫ－Ｄ１５１ 

６ １０連スイッチ １式 ダッシュパネル内蔵 

７ 路肩灯 ２個 ＭＹＳＲ－Ｌ９－Ｗ 

８ サーチライト ２個 ＭＹＳ－７５ＬＰ 

９ 車両用充電器 １式 ＣＴＥＫ ＭＸＳ５．０ＪＰ 

１０ 車体塗装 １式 消防レッド 

１１ 文字記入 １式 白文字（車両両側面、前面、後面、

天井等） 

１２ エンブレム、シンボルマーク １式 分団エンブレム、団シンボルマーク 

１３ 消火器 １基 ＡＢＣ２０型 

１４ ヘルメットフック５個  １式  

１５ Ｓ字フック６個 １式 キャブ内手摺りに設置 

１６ ＬＥＤ室内灯 １式  

１７ 旗立て（ステンレス製） １式  

１８ ＬＥＤマップランプ １式 ＰＹ－５１７ 

１９ シャシプロテクター １式  

２０ 後部シャッターボックス内 １式 棚板２段 
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２２ アルミ縞板ボックス １個 外寸１，２００ｍｍ×３５０ｍｍ×

３５０ｍｍ 

２３ 外部電源 １式 ＡＣ１００Ｖ（２口）５００Ｗ以下 

 

別表３ 車載無線機等 

番号 品名 数量 備考 

１ デジタル受令機移設 １式 消防波、デジタル簡易無線機 

 

別表４ 装備品及び取付品 

番号 品名 数量 備考 

１ ドライブレコーダー（カメラ一体型） １式 シャシメーカー純正品 

（ＤＲＴ－６８Ａ）※同等品可 

２ バックアイモニター・カメラ １式 ＳＴ－９００ 

３ ＡＭ／ＦＭラジオ １式 標準装備品 

４ ラジエーターグリルメッキ １式  

５ フロントフォグランプ １式 ＬＥＤ式 

６ 泥除け ４枚  

７ スタッドレスタイヤ（予備タイヤ含む） ８本 ホイール付き（予備は、前輪１本、

後輪１本） 

８ 車輪止め １式 ゴム製 

９ 車両工具 １式 標準装備品 

１０ 標準キー １本 標準装備の本数に追加 

１１ サイドバイザー １式 標準装備品 

１２ フロアーマット １式 スタンダード 

１３ タイヤチェーン １式 金属梯子型シングル 

１４ 非常停止表示板 １式 三角表示板 

１５ バッテリーブースターケーブル １式 ｍａｒｕｍａ製ケーブル長５ｍ 

１６ 車両サービスマニュアル １式  
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別表５ 消防ポンプ関係及び装備品 

番号 品名 数量 備考 

１ 吸管７５ｍｍ×１０ｍ ２本 ＷＳ２００－Ｋ 

２ 吸口ストレーナー ２個  

３ 吸管ストレーナー ２個  

４ 吸管エルボ ２個 スイーベル式 

５ 吸管ちりよけ籠 ２個 プラスチック製 

６ ポンプ圧力計（左右ポンプ操作部） １式  

７ ポンプ連成計（左右ポンプ操作部） １式  

８ エンジン回転計 １個 キャブ内シャシ付属品 

９ エンジン油温計 １個 キャブ内 

１０ 不凍液注入装置 １式  

１１ 吐水口（左右ポンプ操作部） １式 ６５ｍｍメスネジ×６５ｍｍ５０ｍ

ｍ対応差込オス 

１２ 自在吐水口（左右ポンプ操作部） １式 ６５ｍｍメスネジ×６５ｍｍ差込オ

ス 

１３ 中継口（左右ポンプ操作部） １式 ６５ｍｍメスネジ×６５ｍｍ差込メ

ス 

１４ 中継用媒介金具 １個 オスオス 

１５ 中継用媒介金具 １個 メスメス 

１６ 管鎗操法用 １本 東京サイレンＡＬローレット 

１７ 管鎗 ２本  

１８ 可変噴霧ノズル ２個 ＮＥＯ－２１ 

１９ 水口 ２個 ２３ｍｍ、２６ｍｍ 

２０ 水中ポンプ（排水ホース含む） １式 ＫＯＳＨＩＮ ＰＳＫ－５３２１０ 

２１ 消火栓開閉金具（大箱回し） １本  

２２ 消火栓開閉金具（Ｔ型） ２本  

２３ 消火栓開閉金具（十字型） １本  
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２４ 消火栓開閉金具（防火水槽用鍵） ２本  

２５ ストレーナー内蔵型吸管ちりよけ籠 １個 ロープ付き 

２６ 吸管スパナ ２本  

２７ 伸縮式カラーコーン ３個  

２８ ポンプ工具 １式  

２９ 吸管枕木ワンタッチバンド付き ２個 ゴム製 

３０ 分岐ボールバルブ（マルチタイプ） １個 ５０ｍｍ６５ｍｍ対応型 

３１ アルミ製２連梯子 １梯 長さ３．６ｍ程度 

３２ 照明器具 １式 Ｎｏｍａｄ３６０ 

３３ コードリール（全天候型） １個 ３０ｍ 

３４ 発電機 １台 ホンダ社製 ＥＵ９ｉ 

３５ エンジンカッター（１４インチ） １台 ハスクバーナ社製 Ｋ７７０型 

３６ チェーンソー（有効切断長３５０～３６

５ｍｍ程度） 

１台 ハスクバーナ社製 

３７ 折りたたみ担架（握手伸縮式） １台 寸法２，１１０ｍｍ×５３０ｍｍ 

３８ 簡易救助工具セット  １式 レスキュー１１ 

３９ 斧 １個  

４０ 掛矢 １個  

４１ 鳶口 ２本 グラスファイバー製 

４２ 金てこ １本 ８５０ｍｍ 

４３ 剣先スコップ １丁  

４４ ホースブリッジ ２個 スーパーブリッジＬ４６０ 

４５ スタンドパイプ（長さ７１５ｍｍ） １本 ＰＳ－６５※同等品可 

４６ アルミ縞鋼板製ポンプ操法用ホース置台 １台 シャシ加工含む 

４７ ホース巻き取り器 １台  

４８ 演習旗 １本  

 


